










（７）結核対策特別促進事業

ア 目的

イ 事業内容

1) 「高齢者入所施設アンケート調査」

2) 「結核講習会」

3) マニュアル・ポスターの配布

ウ 「結核患者服薬支援（DOTS）」

1)医療機関とのDOTSカンファレンス

【四日市社会保険病院】 １２回 検討延べ人数３７名（実２３名）

【三重中央医療センター】  １回 検討延べ人数 １名（実 １名）

2)訪問ＤＯＴＳ支援 対象者 ：３名

3)連絡確認ＤＯＴＳ支援 対象者 ：２０名

エ 成果

オ 今後の課題と２１年度の計画

1)高齢者通所施設に対し、健康教育を実施し結核対策の強化をはかる。

2)医療機関と地域との連携のもと、ＤＯＴＳを推進し服薬支援体制を整備する。

アンケート調査により、高齢者入所施設職員は結核発症のリスクが高い集団と密接に接
する職業であるにも関わらず、結核に関する知識を得る機会は医療従事者に比べ少なく、
また、今後、服薬支援者として役割が期待されるＤＯＴＳについては、ほとんど普及して
いない実態がわかった。

結核講習会の実施は、１２施設ではあるが、この事業を通じて高齢者入所施設関係者
の、結核に対する関心を高めることができた。また、正しい知識の普及により、施設入所
者及び職員で結核患者が発生した際に適切な対応をとる為の一助となったと考える。

また、結核患者服薬支援（DOTS）においては、定期的にＤＯＴＳカンファレンスを開催
することにより、医療機関と保健所間の連携強化がはかられ、入院から在宅療養へ向けた
スムーズな支援を行うことにより、確実な服薬継続を促すことができた。

高齢者入所施設おいて結核対策の強化をはかると共に、施設の職員に結核についての理
解を促す。

管内高齢者入所施設２７施設に対し、アンケート用紙（施設健康管理者用及び職員用の
２種類）を郵送し、施設健康管理担当者用２５施設、職員用１０２８人より回答を得た。

講習会を希望した１２施設、職員３６３人に対し、出前講座を開催した。

「高齢者入所施設結核対策マニュアル」及び「高齢者入所施設結核対策のポイント（ポ
スター）」を作成し、各施設に配布、活用を促した。
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